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を取り毛主く状況は，以前として厳しい。各種の調査，たとえ
j也同哲













の千五 1)方について(平成 8ド7月 第15期中央教育審議会第 1次答申)Jである。 同答申はラ fれ




































































































































かわ 職員会議の運営は民:主的 により… 筆者)に行うこと 実質的な



































































とともに存立するという公 こうした性格に基づき， とはヲ 地域住民の2
望噌期待@豆、[fTJに応える グピ る教育機関なのである。






































































































































































ではなかろうか」とは，現職教育長の弁である o こ 見直しにしろ，
設にしろ，学校外的価値観を以て学校教育の改善を図ろうとするものである。そ
及び特別非常勤講師制度が 各学校を活性化していることも J事実である。 I日来の枠組を同定したま h








































校長法制]の転換にみる教育改菩 池田哲之 89 
(14)公立義務教育z諸学校の学級編成及び教職員定数の標準に関する法律




(16) Yt寸好夫 『現代教育の論点、j 112頁 学陽書房 1997年11月
(17)東京都公立学校の管理運営に関する規則 平成lOif7月9R改正
( 18)大坂地半u平成8年2月22日判決









(24)高野t1-. I職員会議JIf教育法学事典j 393頁 学陽書房 1993年4月
(25)教育基本法10条の理解は，行政 司法 学会三つ巴の戦後教育法制jの中心的争点であり， if午光械はどの
丈献がある。法的には， 1-旭川学テj 事件の最高裁大法廷判決(昭和51年5月21日)が示されたことソ
-)，必の決着がついた。
(26) I 学校の運営に必要な校舎等の物的施設 p 教員等の人的要素及び、教育の実施の三つの事項につきその任務
を完遂するために要求される諸般の事務(東京地裁昭和32:tr8月初日判決)J 
(27)校長の性格類型を，独特の観察眼で描いた著作としては，大i王年間に出版された水木 梢の『校長学jが
有名である。(同書は， r明治大正教自I]j論文献集成38.1 ゆまに書房 1991年4月において復刻)。ぞれによ
ると，校長にも，事務家肌，学者slL，政治家町L，rp;僚肌，豪傑肌があるとし，いま読み返してみごも，カ
なりの/xで共感できる内容である。
(29)池IJ]哲之 f 日本[~憲法における私立学校の法的地位.1 (鹿児島女子短期大学紀要 第25号 56貝以下
目的年2月)を参照されたい。
(30)朝日新聞 1998年12月23[] 1、I
(31) r総fT教育技術 1998 12.1 60頁小学館 1998年12月
(32)河野重男 「学校の裁量権拡大 こう考える，こう対処するJ IHJ土書 65頁
(33)榊j京禎宏 「住民の学校への参加Jr別冊数職研修 4月増刊号.1 79頁 教育開発研究所 1998年 4片






(3竹下村哲夫 長室の法律学j 17頁 き、ょうせい 1997年11月
(38)、F成9年の教委審答印を汲み、?特別非常勤講師，特別免許状とともにヲ中-高とl百Hirt，小学校及{ハトヤ殊救
90 鹿児島女子短期大学紀要 第34号 (1999)
育諸学校の全教科に拡大することが，平成10年の教免法改正で実現した。特別非常勤講師を採用する場合
必要だった都道府県教委の許可も，届出に改められた。
(39)学校教育法施行規則8条， 10条
(40)一条校の事務職員や少年院において教育を担当する職その他の例外規定が，学教法施規8条には列記され
ている。ただし例外とはいっても，学校類似の機関で経験を積まなければならない点は共通している。
(41)学校教育法施行規則 9条
(42)個人的な感想を述べれば，御本人は，教育論を語っているつもりでも，一般教師の受けとめ方は複雑で，
「教壇に立った経験の無い人の話だからjと聞き流されてしまうような気配があった。もっとも，学校法
人の役員として培った経営センスには鋭いものがあり，時代の先を見越した学校機構改革が先手を打つて
なされていった(ここで経営センスとは，学校的な経営センスのことであり，完全な営利企業的センスが
校内に持ち込まれていたわけで、はない)ことも，特記しておきたい。
(48)黒i事正喜註 (31)書 67頁
